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はじめに 

  

 相鉄・東急直通線は、相鉄・ＪＲ直通線の羽沢駅から東京急行電鉄東横線・目黒線日吉駅

付近間を整備し、相模鉄道線と東京急行電鉄線との相互直通運転を行うもので、横浜市中期

４か年計画に位置付けられている神奈川東部方面線の一部区間として整備を行うものです。 

 神奈川東部方面線は、運輸政策審議会答申第 18 号「東京圏における高速鉄道を中心とする

交通網の整備に関する基本計画について」（平成 12 年 1 月）において、横浜市西部及び神奈

川県央部と東京都心部を直結する路線として位置付けられており、平成 17 年に施行された都

市鉄道等利便増進法を契機に、具体化の検討がなされました。 

 相鉄・ＪＲ直通線及び相鉄・東急直通線の整備により、相模鉄道線から東日本旅客鉄道線、

東京急行電鉄線、東京地下鉄線、都営地下鉄線等への相互直通運転が可能となり、広域鉄道

ネットワークが形成され、相模鉄道線沿線を始めとする横浜市西部や神奈川県央部などと東

京都心部への速達性や利便性の向上が図られるほか、東日本旅客鉄道東海道線等の混雑緩和、

新横浜都心の機能強化、新幹線アクセスの向上が期待されます。 

本事業は約 9.98km の鉄道を建設することから、想定される周辺への環境影響を踏まえ、環

境影響評価法第４条の規定により、「環境影響評価法」の対象事業（普通鉄道の建設）として

環境影響評価手続きを行なうこととなりました。なお、この環境影響評価の手続きについて

は、本事業に係る施設が都市施設として都市計画に定めることとなったことから、環境影響

評価法第 40 条の規定により、環境影響評価その他の手続きは、当該都市計画に係る都市計画

決定権者が当該対象事業に係る事業者に代わるものとして、都市計画の手続きと併せて行う

こととなりました。よって、本事業においては、都市計画決定権者である横浜市が環境影響

評価法に基づき、平成 21 年７月に環境影響評価方法書を、平成 23 年６月に環境影響評価準

備書を提出し、住民説明会、神奈川県環境影響評価審査会等の手続きを経て、説明会におけ

る意見、準備書に対する意見書、準備書に対する神奈川県知事意見等を踏まえ総合的に検討

し、準備書の内容を変更した環境影響評価書を平成 24 年３月に提出しました。さらに、提出

した評価書に対し国土交通大臣意見及び都市計画同意権者意見を頂いたことから、頂いた意

見を踏まえ評価書を補正し、「相鉄・東急直通線 環境影響評価書」としてここに取りまとめ

ました。 
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